
F̂ 積立金等の明細及び目的積立金の取崩しの明細
F̂`１ 積立金の明細

（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 期 末 残 高 摘 要

準 用 通 則 法 第 44 条 第 １ 項 積 立 金 7¶870¶747 2¶929¶543 10¶800¶291 0 当期第１項積立金 2¶835¶111千円
第３項積立金からの振替額 94¶431
千円
国庫納付金 1¶035¶914千円
前中期目標期間繰越積立金
9¶764¶376千円
（注１・２）

準 用 通 則 法 第 44 条 第 ３ 項 積 立 金 94¶431 0 94¶431 0 第１項積立金への振替額 94¶431千
円（注１）

前 中 期 目 標 期 間 繰 越 積 立 金 0 9¶764¶376 227¶483 9¶536¶892 第１項積立金からの振替額
9¶764¶376千円（注２・３）

計 7¶965¶179 12¶693¶920 11¶122¶206 9¶536¶892

注記事項
１．前中期目標期間最終年度の準用通則法第44条第１項積立金の期末残高は7¶870¶747千円であり、これに前中期目標期間最終年度の未処分利益2¶835¶111千円及び準用通則法第44条第３項積立金の使用
残額94¶431千円を加えると、準用通則法第44条第１項積立金は10¶800¶291千円となります。
２．この準用通則法第44条第１項積立金10¶800¶291千円のうち、今中期目標期間の業務の財源及び固定資産の見合い等として繰越の承認を受けた額は9¶764¶376千円であり、差引1¶035¶914千円について
は国庫に納付しました。
３．前中期目標期間繰越積立金の当期減少額227¶483千円は、繰越積立金を財源として業務を実施したことによるものです。

F̂`２ 目的積立金の取崩しの明細
（単位：千円）

区 分 金 額 摘 要

前 中 期 目 標 期 間 繰 越 積 立 金 取 崩 額 前 中 期 目 標 期 間 繰 越 積 立 金 33¶197 費用の発生（注１）

計 33¶197

そ の 他 前 中 期 目 標 期 間 繰 越 積 立 金 194¶286 資産の購入（注２）

計 194¶286

注記事項
１．費用の発生は、前中期目標期間繰越積立金を財源として診療経費（31¶197千円）、一般管理費（2¶000千円）が生じたものです。
２．資産の購入は、前中期目標期間繰越積立金を財源として建物（102¶925千円）、構築物（8¶705千円）、工具器具備品（82¶655千円）を取得したものです。

Ĝ 業務費及び一般管理費の明細
（単位：千円）

教育経費

消耗品費 323¶821

備品費 110¶157

印刷製本費 24¶172

水道光熱費 147¶453

旅費交通費 116¶723

通信運搬費 11¶811

賃借料 25¶357

車両燃料費 2¶321

福利厚生費 89

保守費 17¶717

修繕費 115¶752
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